
令和５年度                                   江戸川区立松江小学校 

学校図書館全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書科の推進 

・１時間単位の時間を１２単位時間／年 

・学校図書館や松江図書館を活用して情報

収集能力を育成し、探究的な活動の充実

を図る。 

・低学年は「えほんのもり」を活用し、言語

環境や読書環境を充実させる。 

ＩＣＴ機器の活用 

・学校図書館とパソコン室を一体と

した機能を活かし、学習・読書・

情報センターとして探究活動を

より一層充実させる。 

家庭・地域との連携 

・保護者による読書ボランティアが、朝読書の

時間に読み聞かせを実施する。また、学校図

書館司書と協力して学校図書館の整備や、掲

示物を作成し読書への啓発を行う。 

・地域の松江図書館と連携し、図書館訪問、レ

ファレンス等を通じて読書環境を整える。 

朝読書 

・２３単位時間／年 

読書月間 

・年２回の読書月間を実施 

図書委員会 

・読書月間に読み聞かせやポップ作りを行う。 

異学年交流による読み聞かせ 

・３学期にペア学年間で読み聞かせを実施 

年間の読書目標冊数の設定 

・学年ごとに読書目標冊数を設定 

教師による読み聞かせ 

・読書月間に全校教師による読み聞かせを実施 

おすすめの本紹介 

・児童、教員、学校図書館司書で実施 

青少年読書感想文コンクール参加 

・全学年で参加 

中学生による読み聞かせ 

・中学生が小学校に来校し、読み聞かせを実施 

調べる学習コンクール 

・全校を対象に保護者に参加を呼びかける。4 年生以上の児童には、夏季休業前

に事前指導を実施。高学年の応募が多数。 

小中連携プログラム 

・重点を「図書館・図書資料の活用の仕方」と

して、小中で連携して取組を実施。 

 

目指す児童像 

よく考える子 

思いやりのある子 

健康な子 

学校教育目標 

かがやき 

～力いっぱい 笑顔いっぱい 松江の子～ 

目指す児童像 

・主体的に読む子ども 

 児童自らが問題を見付け、問題解決のために、進んで本を読むこと。 

・問い続ける子ども 

 児童が社会を創造する一人としての自覚をもち、問題を発見・解決

するといった学びを、継続的に自ら進んで行っていくということ。 

学校図書館の目標 

読書における見方・考え方を働かせ、読書を通じた探究的な学習を通して、生涯にわたって主体的に学び続けていくための資

質・能力を育成する。 

江戸川区読書科目標 

読書における見方・考え方を働かせ、読書を通じた探究的

な学習を通して、生涯にわたって主体的に学び続けていく

ための資質・能力を育成することを目指す。 

(1)読書から生きて働く知識を修得するとともに、資料の収集の仕方、

記録の取り方を身に付けることができるようにする。（知識・技能） 

(2)問題を発見し、読書を通して集めた情報を整理・分析して解決する

とともに、自らの考えをまとめ・表現することができるようにする。

（思考力・判断力・表現力） 

(3)読書及び読書を通じた探究的な学習の良さを認識し、主体的に取り

組むとともに、社会の中で積極的に学び続けていこうとする態度を

養う。（学びに向かう力・人間性） 

指導のねらい 

・読書環境を整え、読書意欲を向上させ、読書の習慣化を図るとともに豊かな心情と幅広い知識を身に付けさせる。 

・読書科と連携しながら、探究的な活動をより一層充実させ、情報収集の仕方の技能や、情報を整理・分析し、自らの考えを

まとめ・表現できる思考力、判断力、表現力を身に付けさせる。 

特色ある教育活動 


